



連載し 

てきてこ 
う言うの 
もナンでは 
あるが、「し 
じ—〇〇」 

-V うハロテイま 

んがはとくに最後の方はそんなに面白くなかったかも 
しれない。ちよっとこの場を借りて考えていたことな 
どを述べてみようかと思う。 

連載 開始の頃はいいアイディアができ 
たと思い、じつはホクソえんでいた 。I 「 U • 
回目、二回目は自分でも面白かったと思 • 
うが、三回目' 四回目あたりからだんだ ^ 

んマンネリ化してきてしまい、五回目、 Jr 
六回目ともなると結構くたびれてしまつ p 【一 
たのだつた。毎回次号を取りあえず予告^^ 


するというシステムが自業自得 
の悪循環を生み、新展開のチャ 

ンスも無ぃまま次のシメキリを^^^ 1 > 

迎えてしまっていたのである。， 

しかも、私は他の仕事にも忙殺 

されて毎回吟味の暇も充分とは 

いえず、シメキリにも結局間に 

合わず、とくに Y さん、 T さん、 

その節はまことに申し訳ござい 
ませんでした。と言いつつ本稿 

もすでにシメキリまであとマイ ^^1— 
ナス 3 日である。 

どうしてパロデイまんがは思 
つたほどうまくいかなかつたのだろう？との疑問に 
対する答えはなんと先月号のガロに載つていた。「パ 
ロデイというのはやりはじめが面白いもので、パロデ 
イがパロデイとして認められる 
とつまらなくなる。(つげ義春 
- I 〇 ^ - のマンガにパロデイが出るわけ 
\ cu -\ 赤瀬川原平)」な〜んだ、 

1 i # i 身^ そうだつたのか。言われてみれ 
ば確かにそうである。 

fT しかし連載を中止してしまっ 
一/身，^ たことに心残りも無いわけでは 
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昨年はヘア解禁の年 
で' それをテ—マにしたィ 
ラストの依頼もあったりし 
てそれなりに面白かつたわ 
けだが、さる有名な美術雑 
誌ではやはり性器は隠すベ 
きであった。 

ヒカシュ—のフアースト 
アルバムの名チュ—ン「雨 
のミュ—ジアム」は「エゴ 
ンシ I レのポ I ズをまねて 
〜」といぅ歌詞ではじまる 
のだが、調子に乗って私も 
エゴンシ—レのポ—ズをま 
ねてみたら、性器を 3 S 出す 
るハメとなつてしまつたの 
だ。当時私が連載していた 
美術〇〇では、見開きの右 
ぺ—ジが文、左ぺ—ジがヴ 
ィジュアルだったが、エゴ 
ンシ I レのボ I ズをまねる 
自分の写真を左ぺ—ジに載 
せたところ、問題がハツカ 
クしたのである。右ぺ—ジ 
はちょぅど東急 Bunnkamu 
ra で開催されたエゴンシ— 
レ展にかこつけての記事で 
あった0 

もちろん、私もただボ— 
ズをまねただけの写真じや 









ない。最後に予告したままになつてしまつた「巨人の 
星」の 3 D 立体視は'是非完成してみたかつたもので 
ある。構想としては遠くに見えるピッチャ—の投げた 
球が、 コマを 追ぅごとに眼前に近づいて見える、ただ 
それだけのアイディアだつたのだ。…が、じつはこの 
アイディアはすでに他で使つてしまつた。だから実現 
できなくてもよくなつてしまつた。他とは翔泳社から 
出たばかりの(ハズの) 「 Mac 派 DT - 0 倶楽部」といぅム 
ツクである。私以外にもガロ連載中の方が執筆してい 
るので、このさい官|伝しちやおう。翔泳社刊 - DC-PAGE 
26 号 「 Mac 派 DTP 倶楽部」定価 1600 円。よかつた 

ら買つてネ。 


…話が脱線し 
てしまつた。 

もぅひとつ、 
心残りとして 
は連載開始時 
における当初 
の反芸術計画 
がある。私は 
やっぱり反芸 
術が好きで、 
デュシヤン、 

ジヤスパ—ジ 
ヨーンズ、赤 
瀬川原平とい 




つた面々にはずいぶん影響を受けたつもりだ。ツマリ 
普通にオリジナリティを表現することに懐疑を覚え、 
便宜上パロディと言つてはいたものの私がやりたかつ 
たのはパロデイでは なく レデイメ—ドだつたのである。 
そして自分のものでないキャラクタ—、既成のスト丨 
リ—を使用することによつてある程度完璧なレデイメ 
I ドまんがができるのではないかと考えていた。しか 
しそれは単発の企画ならぅまくいつたかもしれないが、 
連載向きではなかつたのかもしれない。 

かつてジャスパ—ジョーンズは「初期の作品では、 
私は自分の個性、心理状態、情念を隠そぅと努めた。 
いつてみれば、頑固に自分の鉄砲を手ばなさずに陣地 
を死守したようなものだ _ 
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>■ 3 てすの 
定マ〇ましと 
予ハやす探こ 
夕期ユで画た 
ネ時ジ と像つ 
の r — 一 調肉断 
r / 後 ★■ ラるのを 
j 今たコあ伝事 
P •つ★で列仕 
-3 子ゃ換★人の 
束ち変の画き 
なき字のイが 
々あ) I もパ手 
裸もなたボ食 
赤 3 D かみ★苦 
{★たは調労 


が、結局は負けいくさだ 
つたよぅだ。」と語つた 
といぅ(美術手帖 85 年 7 
月号)。自分をジョーン 
ズになぞらえるのもおこ 
がましいのだが今回のパ 
ロディまんがの場合、あ 
まりにいろいろ不用意で 
負けいくさと呼ぶ程のこ 
とでもない。まあ茶番に 
終わつたとでも言つてお 
こうか。 


ド千セストま KJ が 
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つまらないのでマッキント 
ッシユでだいぶ写真を改ざ 
んした。また肝心の性器は 
そのまま出すつもりも無か 
つたのでマンガチックにィ 
ラストで表現した。しかし 
どうもそれもィケナカッタ 
らしい。可哀相な編集者は 
ダメ出しをする編集長と私 
との間で板挟みになり泣き 
べソをかいていた(ような 
氕がする)。編集長からの 
ガンとした注文は「性器部 
分をボカスこと」で、まあ 
マッキントッシユ上ではそ 
んなエフ H クト処理はたや 
すいが、どうもそうすると 
すべてが台無しなのである。 
むしろかえつて強調してい 
るようでいやらしくさえあ 
る。というか無邪気な屈託 
のないアソビのつもりがど 
うも逆に暗〜い反社会的な 
印象となつてしまうのだ。 
いつたんはそのままことが 
運びそうになったが、土壇 
場の土壇場で性器を色ベタ 
の丸で隠すことに変更し、 
これなら無邪気感もそこな 
われずいやあヨカッタ、ヨ 
カッタなのである。美術 〇 
〇 編集部の皆さん、その節 
は御迷惑をおかけしました 0 
みなさんもヘア解禁とはい 
えども性器表現にはくれぐ 
れも気を付けましよう。 
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一一 一 お洒落 ジャズ•ファンに 一撃を！ 

私達が編集している RE M IX とい大量にジャズのレコ—ドを発見！ 
V う音楽雑誌で、先頃ンャズの特集記事で、この前、ジミ— •スミスの 
『 を組んだのだが、思わぬ大反響に驚い『キャット.一っていうレコ—ドを聴い 
riL ^ H ている。ジャズと首えば、いかにも古て、もうすっかりオルガン•ジャスの 
くさい、もう速い過去の音楽のようにとりこです。」……ガビ〜ン！しか 
X る。しかし、ジャズはクラブ • し、どうやら20歲前後の音楽フアン 
ミユ—ジックの最新モ—ドとして、2の中にはこういう恵まれた音楽 BS # に 
〇才前後の若い裏ファンに熱狂的に育った人は少なくないらしい。 

， _ —i 迎えられつつあるのだ。 他人がどんな音楽に夢中になろう 

—^^^1 彼らが f になつているのは、ブラが、どんな音楽の 聴き 方をしようが、 
， - l-lllli I ンニユー •へヴィ—ズ、ジ H — ムス • 僕は I 向に構わないが、 r シャズって 
テ—ラ—•クアルテット、ロニ—.おつしやれ—」みたいな奴には 
)ンョ— ダン …… その他、イギリスの卜ちよつと一擎かましてやりたくなる。 
ー キンこ フ ウド •レ—ベルやアシッ前述の手紙の少女は、 f 子なら 親 も 
ド •ジャズ•レ—ベルといった、いわ 親 だ。もしも、この子のオヤジがアル 
ゆるニユ—•ジャズ系(クラブ•ミユバ—卜•アイラ—狂のフリ1•ジャ 
—ジックとしてのジャズ、つまり踊れズ•マニアだつたら、この子の将来は 
るジャズ)のア丄アイスト達のレコ—まつたく楽しみ?)だつたと思う。 

|_| ドが中心だ。しかし、最近では若い熟-いや、それは J かな？(もし i に 

rl-il aw ニユー •ジャズ•マニアが20 S ガキができたとしたら、そいつは口々 
30 年も昔のブルー•ノ—卜やブレスな奴になんないだろう。ヘンなレコ— 
■> ティジといつたジャズの名 ffi を中古# ドばつかり持つてるから……。 ) 
riBhHii 屋で必死になって探す、というような 若い子の音楽趣味がどんどん希活 
^ 珍現#^起こつているという。それにになつていつてるような気がする。 

しても、 なぜ若い音楽フアンがそれほ ロックはつまらない……ハウスもビ V 

どまでにジャズを？ とこない . ヒッブ•ホッブも^-0 

\ 先日、 16 才の少女から編集部に届と……ましてやレゲエは……じや iK 

けられた手紙には正直 m つて驚かされポップスかなあ . あ、ジャズだ— 

た。 それはこんな内容だつた。「私はジャズ— . みたいな 希薄 さ。彼ら/ ■+ 

フリッべ—ズ•ギタ I で音楽にめざめ音楽にリアリティ—を求めない。そ爪 
ました。最近までネオアコ(ネオ•ア がジャズをボッブスとして^^- 
^^^^ コ—ステイック•ボッブスのこと)と。でも、今におつしやれ〜なモ丨 
V 6 つかし索いていましたが、ちよつとド•ミユ—ジツクなんて聴いてる 5 IM 
飽きちやつて、聴く音楽がな〜いとじやなくなるかも知れない のに。 
思つていたら、 父親の レコ—ド棚から R 石 MIX 小泉雅中 


私達が編集している REMIX とい 
う音楽雑誌で、先頃ンャズの特集記事 
を組んだのだが、思わぬ大反響に驚い 
ている。ジャズと首えば、いかにも古 
くさい、もう速い過去の音楽のように 
思われる。しかし、ジャズはクラブ • 

ミユ—ジックの最新モ—ドとして、2 
〇才前後の若い音楽ファンに熱狂的に 
迎えられつつあるのだ。 

彼らが f になっているのは、ブラ 
ンニユー•へヴイ—ズ、ジ H — ムス. 
テ—ラ—•クアルテット、ロニ 1• 
ジョ—ダン……その他、イギリスの卜 
I キンこフウド •レ— ベルやアシッ 
ド•ジャズ •レ— ベルといった、いわ 
ゆるニユー•ジャズ系(クラブ•ミユ 
—ジックとしてのジャズ、つまり踊れ 
るジャズ)のア—テイスト達の レコ— 
ドが中心だ。しかし、最近では若い熱 
狂的ニユー•ジャズ•マニアが20〜 
30 年も昔のブルー •ノ —卜や プレス 
テイジといったジャズの名 ffi を中古盤 
屋で必死になって探す、というような 
珍現 f 起こっているという。それに 
しても、なぜ若い音楽ファンがそれほ 
どまでにジャズを？ 

先日、 16 才の少女から編集部に届 
けられた手紙には正直首って驚かされ 
た。それはこんな内容だった。「私は 
フリッバ—ズ•ギタ I で音楽にめざめ 
ました。最近までネオアコ(ネオ•ア 
コ—ステイツク•ボツブスのこと) 
ばつかし聴いていましたが、ちよつと 
飽きちやつて、聴く音楽がな〜いと 
思つていたら、父親のレコ—ド棚から 


大量にジャズのレコ—ドを発見— 

で、この前、ジミ— •スミスの 
|■キャット j つていうレコ I ドを聴い 
て' もうすっかりオルガン•ジャズの 
とりこです。」……ガビ〜ン—.しか 
し、どうやら20歲前後の音楽フアン 
の中にはこういう恵まれた音楽®#に 
育つた人は少なくないらしい。 

他人がどんな音楽に夢中になろう 
が、どんな音楽の聴き方をしようが、 
僕は一向に構わないが、 r シャズって 
おつしやれ〜—.」みたいな奴には 
ちよつと I 擊かましてやりたくなる。 
前述の手紙の少女は、 f 子なら親も 
親だ。もしも、この子のオヤジがアル^ 
バ—卜 •アイラ—狂のフリ—•ジャ 
ズ•マニアだつたら、この子の将来は 
まつたく楽しみ (？) だつたと思う。 
いや、それは$かな？(もし—に 
ガキができたとしたら、そいつはロク 
な奴になんないだろう。ヘンなレコ— 

ドばつかり持つてるから . 。 ) 

若い子の音楽趣味がどんどん希薄 
になつていつてるような気がする。 

ロックはつまらない . ハウスもビン 

とこない . ヒッブ•ホッブも^^ご 

と……ましてやレゲエは……じやあ 

ポッブスかなぁ . あ、ジャズだ！ 

ジャズ— . みたいな希薄さ。彼らは 

音楽にリアリティ—を求めない。その 
がジャズをボッブスとして®^こ 
と。でも' 今におつしやれ〜なモ¬ 
ド •ミ ユ ージックなんて聴いてる 重 口 
じやなくなるかも知れないのに。 

R-EMIX 小泉雅史 
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ヒップ•ホップの曲がり角 

先日、ロドニー •キング殴打事件を 
きつかけにした暴動に搖れる LAO 
ヒップ•ホップ•レ—ベル、ハリウッ 
ド•ベーシックのアーテイストが来日 
しました。ハリウッド•ベ—シック 
は、メンバ—すべてが終身刑という 
ラップ•チーム、ラ—ファーズ•グル 
—ブをデビュ—させるなどで注目を集 
めたレ—ベルです。このレ—ベル • 
デイレクタ—をしているのは、パブ 
リック•エナミ—やジャングル•ブラ 
ザースのマネ—ジメントなどを通じ 
て、ヒップ•ホッブ•ムーヴメントに 
深く関わつてきた人物であるデイヴ • 
ファンケンクラインで、彼は暴動地区 
のすぐ近くに居住しています。 REM 
IX 誌は彼にインタビューを行いまし 
たが、僕はインタビュア—ではなく担 
当としてこれに立ち会つて忙しく動き 
回つていたため、彼の発首は一部しか 
聴けませんでした。しかし、あまり誘 
導せずにアーテイストがしやべりたい 
ことをしやベらせるという R EM— X 
の方針のためか、！*®騒動に対して、 
熱弁をふるうかという予想に反して、 
冗談まじりに語り、当事者的意識も希 
薄なようでした。これは逆に興味深い 
ものです。このインタビュ—は6月末 
売り R EM — X に掲載されます。 

デイヴによれば 、 L A では「あいつ 
をやつつけろ J が「何もかもぶち壤 
せ』になるが'2丫では『ぁぃっを 
やつつけろ』は『あいつをやつつけ 
ろ j 以上にはならないので、 LA のよ 
うなは起こりえないとのことです 


が、話題は変わって、その2丫のべテ 
ラン•ラップ•チ—ム、ギャング•ス 
夕—の 3 rd アルバムアイリー •才 
ペレ—シヨン J (東芝 EMI ) がリリ 
—ス されました。 これが異常に素晴ら 
しい 出来で、これこそがヒップ•ホッ 
ブだというサウンドです。 

i ではヒップ•ホップは社会的に 
認知されるほどに大きな広がりを見せ 
ています。 MC ハマーやアイス•キユ 
—ブのようなボップ•スタ—をはじめ 
N W A 、ゲット I •ボ I イスのような 
アンチボップ•スタ—もいます。若い 
人はヒップ•ホップを当り前の環境と 
して育っています。そういう状況の中 
から出てくる新しいヒップ•ホップ • 
アーテイストは、かつてヒップ•ホッ 
ブがストリ—トオリエンテッドなマイ 
ナリテイ—の音楽だった頃のヒップ • 
ホッブ•ア—テイストとは、良すと意 
識が違うはずです。つまり、つまらな 
いわけです。そういう状況に対しての 
ベテランの苛立ちが、ベテランをして 
ヒップ•ホップのオリジナル•マイン 
ドを取り戻そうとさせ、ベテランらし 
からぬサウンド、かつて以上にシンブ 
ルかつラデイカルなサウンドを生ませ 
ているようです。 

同じくベテランの BDP のニユー • 
アルバムもそうでしたが、ギャング • 
スタ—の歴史的な傑作となるだろう新 
作は、それ以上に#: S 的マイナリテイ 
I の気骨を示しています。 

REMIX 若野ラヴイン 
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CG と油絵 

たとえば、美術大学で油絵などの専 
門教育を受けて卒業してみたら、描く 
べきテ—マがなくて困つている人がい 
る、というのはご存じでしよう。断 
わつ ておくと、こういう人に限つてテ 
クニックは人 I 倍持っていたりする。 

何かと話題になる CG にも同じよう 
な現象が指搞されているし、また誤解 
を呼んでいる。よく、コンビユ—夕が 
個人の思考法自体を変える、あるいは 

価値奴を変容させる . などとまこと 

しやかに語られるわけだが、そんなわ 
けにいかないのは当り前だ。道具がビ 
ジョンまで生み出すなんて思つたら甘 
すぎる。残念ながら秦啃らしいアイ 
ディアに満ちたツールの使用法を憶え 
ても、油絵の具の性質や、筆、溶剤の 
使用法を憶えたけど描くものといえ 
ば、海、山、果物の自称絵描きと同じ 
だ。だから技術が目的になつていく。 
広大で無機質な地平線をバックに、意 
味もなく透明でテカル®*が浮かんで 
いるだの、動画でも物体が向こうから 
飛んで来て、反対側に飛び去るなどの 
ワンバタ—ンが、そういう CG のいい 
例だ。今の技術だとこういうグラ 
フイックが描ける、商品広告に役立つ 
というような参考例がそのまま代表的 
な表現になつていることが多すぎる。 

ある CG 作家が、日本に何台しかな 
いような高価で高性能な機械を使って 
CG を作成し、それを何と、リトグラ 
フにして販売している、などの現状を 
見るだに、個人的に作られる CG は、 
いくらハイテクの最先端だと騒いだと 


ころで、所詮変わつた絵として画廊で 
屡不せざるを得ないような_だ。実 
際に CG で風景画を描こう、という本 
もあるし、 CG で描いた絵をフランス 
の油絵のサロンに出品して、入選した 
じじいの話も、 CG が¥のホビ—と 
して社会に認知されてきていること 
を、ある意味で裏付けている。 3 D の 
CG でコカコ—ラの fe を描いて雑誌に 
投稿して喜んでいるアマチュアの人、 
悲しくはないか。好きでやつているの 
に、*^ャラでこき使われるイラスト 
レ—夕—が専門学校時代に提出したよ 
うな絵を描くことないじやない。 

CG だとか DTP の括でつくづくい 一 
やになるのは、とにかくブロユース 
で、高品質なブレゼンテ—ションが可 
能になります、つてなメ—力—の宣伝 
込みの、いわゆるバワ—ユ—ザ—の談 
話が多すぎることだ。パソコンが個人 
の可能性を最大限に切り開いてくれる 
究極のマシンとしてある、ような i 
が顔を出ひにアホウドリが鳴く。 

ところで、個人 CG つて結構漫画向 
きだと考えるのは筆者だけだろうか。 
取り込みでもコビ—でもべ—ストでも 
カットアップでも何でもやつて、機械 
に絵を描かかせる。ものすごいアイ 
ディアはあるのに、絵はあまり描けな 
い人(そんな人がいるかどうかは別に 
して)は、ぜひ試してみてよ。 CG で 
イラスト描いて、「クライアント」さ 
んに i していただくより、面白いと 
思うんですけどね。 
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